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茨城県におけるせき網漁業は最も重要を漁業であり，19占9年の本県総漁獲量2，514トンのうち

せき網によるものは187千トンで，その81感を占めている8

しかるに，本県においては集魚法として最も普遍的別丁火の使用が禁止されており，これに代る集

魚法の開発が業界から強く要望されているn

魚類は音を感じるので，効果的な水中放音により魚群を集めることができれば，漁労能率を向上さ

、少　　せ侍る。

水中放音によるサバ集魚葵験は橋本ら（文献1）が録音しセサバの遊泳捕食音を放声することによ

り，実験しており．括葦においては22～58dBの昔圧で効果が認められ，漁場では22～27d

Bの音圧で効果が認わられキと報告している。

間庭ら（文献2）も，清書及び漁場実験を実施し，20dBの普圧付近で効果が認められセと報告

して1ハる。

著者ら（文献5）は44年匿には，イワシ，サバ，サンマを対象に集魚実験を行なし，サノミは15

0Hz，20dBの書に寄ってくるようであることがわかった。

この審美をもっと確定的にするため，本年度は対象魚をサノくのみにしぼって実験を寒梅しそ。

その結果を報告する。

方　　　　法

、少 使用船はときわ（50・92トン，480p．S）で・7k中音液集魚裟貴（東洋音波計器KK製）

魚群探知機（産研ⅩE製）を使用し，魚群の離集状況を調べ々。

7k中昏疲集魚装置について写真1・2と表1に示しそ。

表1　7k中音疲集魚装置の規格

発振周波数　　×1レ／ジ　　20Hz－200Hz
×1Dレンジ　　200H2．－2kHE

XlOOレンジ　2kHE一一一20kHE

X1008レンジ20kH七一200kHE

周波数確定
正弦波特性

十（2喀÷2Hヱ）

出　力電　圧10VrJn．8以上

出力電圧偏差諾詔孟票鵠≡塁豊島
（1kHzの出力電拝を基準として）

禿　　　率1痴以下
方形波特性
出力電圧　2□Vp・p以上
頂部の傾き　1口頭以内（5DH之にて）
立上り，立‾Fカ時間1－S以内

オーバーシュート　5感以内
混合疲特性

出力電圧　2DVp－p以上
ペ　一一　ニス　50又はdOHz〔電源周波数）
混合される周波数　50kHE以下任意
混合比　発振電圧／ベ－，ス二1／4

電源電圧変動に対する安定碇ぐ10DV士10腐二
出力苛性変動　ロ．5dR以内
周波数の変動　1窃以内

ぐ始動50外後の45分間に身
出力のインピーダンス　最大SE．n
電　　源　100／117V，50／占0Hz，50VA
寸　　法　高さ228m偏500間‡奥行190m
董　　量　5．4極〔12Lbs）
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昔疲は正弦波150Hz，20dBを使用し，放書は停船して船穂よりスピーカーを水深1m付ま

でおろして行なっ々。

せき網の操業にあたっては船の機関及びフ∨ロベラを停止するわけにはゆかないので，今剛ま機関を

作動させたままでこの実験を行をっセD

実験期日は1971年2月19ヒ］，20日の2日間で，実験当時の表面水温分布，実験地点を幽1

に示しそ。

魚探の周波数は2　8EC

結　　　果

1回呂（写真5）

海探55ナ乃，水洗10～50桝に魚群反

応，放音後直ちに反応が消え，1分後に

は放昔前よりやや浅く1口～20mに再

び反応が現われ，放音4分後には表層に

濃密群が現われ，1分半程続いキ。

この間20桝付近にも淡い反応が連続

して続hてかれ　表層の濃密反応が消え

ても，なお反応は続し〔ていせ。

放音停止後1分一比は反応があり，その

後消えてしまったn

2回目（写真4）

●　試験地点

図1表面水温分布及び試験地点

海深120〝‡，表層．20～50m．50～70m，に魚探反応，放昔後直ちに反応が消え，5外後

40m付近に再び反応が見え，放音4分位から除々に浮上してくる状況が認められ，放音5分後には

水深10～257乃壇で浮上したn

この状態が5分位続■い七。

50D Hz，20dBの音に変えそら，反応はやや沈下し，1分後に150HE，2D dBにもど

したら，再び10～25mの水深まで浮上してき々。

放吾を停止すると，50秒程で反応がみられなくなり，付近を旋回してみると魚群が沈下してゆく

反応が認められた0

5回臼（写真5）

海深140m，7k深10～50mに淡い反応，放普後反応が消え・1分後にやや浮上して10～25

m付近に反応が現われ，放音停止まで（12分間）続いた。

放昔を停止すると，反応は淡くたり，魚解は隆々に沈トして行った。
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4担帽（写真占）

薙探150ml水深15～50γ門に反乱放昔後直ちに反応が消え，1分倭には放昔前よりやや浅く

10～2nmに現われ，1分位続し1キが，再び消え，11分半後には再び反応が現われ々。

放苦を停止すると如応が消え，1外程後にやや深い所に反応がて∵てきキ。

5「百掴（写真7）

毎深15um・水深うり～S Dナ花に女応．放普後直ちに反且が消え，1外後に放普前より浅いl O～

20mに反応が現われ，1分半位で魚群は沈下して行き，反応も淡く売り，放音5分半後には消え，

付近を旋L叫し々が．魚探反応は認められ桑かった。

8回巨（写真8）

海深150〝7・7k洪20～40机に反応，放音後直ちに反応が消え，50秒後表層に濃密反応が現わ

れ　2分半靂続く。

その後1分程消え，再び表層に淡い反応が10秒程続き，以後全く反応はをく夜っそ。

7回目（写真9）

海深120〝い水深d D～80〝‡に反転放着後直ちに反応が消え，2分後には表層に濃密群が現わ

れ．5分程続いた。

その後7分間反応は全く硯われず，放昔を停止した。

付近を旋回してみそが．反応は現われたかっそ。

三A

引用 議

著者らは44年瞳の実験で．サバは使用書に正の反応を示すと言う結論を得々。

今年直の葵験によっても．使用者に対して正の反応を示すことが確認されそ。

サバの反応の仕加ま，放普後直ちに魚樺が逸散し，50秒から1分50秒後には，放音前の魚群位

置よりも上層に魚の集合を認めを。

放言時の集合状況には，時・空間的に5つの形が認められ女。

既ち・①表層濃辞で，滞泳時間が亮かho②放昔前の状態で，そのせか亨上し，滞泳時間が短かし（

③放宮前の状態で，そのまま浮上し，滞泳時間が長い。の5つである。

これを模式的に描くと図2のようになる。
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図2　　放昔時の集合状況5つの形の■模式図



このよう夜状態になる揚合の環境的，生理生態的要因仕つかんでけいないが，何の場合は体長22

～29（刀が主体であった。

放普直後・反応が1分確消えるのは・橋本ら（文献4）が実演しそ場合と同様であると考えられ，

突然の放剖てより，魚は驚ろき逸散し・しばらくしてこの音に馴れ，好専心か好みにより浮上してく

るのではをかろうか。

飴の騒音は測定してたいが・間庭ら（文献2）によると，千葉7k試試腺船第2ちば丸（85．2ト

ン，275馬力）の騒音レベルは機関作臥プロペラ停止の場合54dB．厳達前進の場合41dB

であると報告しており，「ときわ」の場合は．これ以上のレベルであろうと考えられる。

従って放音のレベルより2倍以上の音圧であるが，この魔昔の中で20dBの昔に反応するのは．

魚が音を選択する力を侍っているのではをかろうか。

それ故に船の騒音があっても使用昔は，集魚効果があると考えられこのことについては，問庭ら

（文献2）も同様を報告をしている。

問題点は・の実験時期が冬期に限られてhたこと（漁場形成が本県沖では冬期）②長時間の集魚

効果がなかったこと0③集魚実験時の付近の状況が把握でき左かったこと。等があげられ，来年壁は

吋については八戸～道‾東沖まで出動して実験し．②につhては断続音の実験・を，③についてはノナ＿

を用いて試験船周囲の魚群の状況を調べ・これ等の実験が終了し次第竜顔漁船に乗蝋色み，集漁実巌

を実施する予定である。

要　　　約

水中音波集魚装置を用いて・サバを対蒙に150HE，20dBの音を放音し，漁場で集魚実験を

実施しそ。

サバを使用書で船の騒音に関係をく集魚することができ夜。

サバの集合状況には5つの形が認められ々。

放音直後は50秒から1分50秒は反応が消え・その後放書前より浮上して反応が現われた。

今後は実際に漁船上で集魚実廟を実施する予定である。

本研究を行をうに当カ，研究の機会を与えて∵Fきった岡苛立三郎前場瓦有力を助言を与えて下さ

った北海道大学鈴木恒由助教軋当水試斉藤不二彦場長．貴重を文献を御送付下さった水産庁生産

部漁船研究車間庭愛信博上本実験に鹿協力下さった試験船ときわの戸羽福治船長はじめ乗組員各位

に深く感謝いたします。

文　　　献
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小　橋本書寿，間庭愛信．畠山良巳．鈴木　裕イ19．占9）

音響による魚群の誘致の研究　佐音波研究会資料

化　聞庭愛信，渡辺福松，利渉義′宣．田中貰積（19占8）
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音響による魚群の誘集に関する試験　　千葉水試報告　　瓜10

（S）久保治良，猿谷　倫（1971）

水中音波魚集試耕一1　茨城県7k試試報　昭利44年乾

（4）橋本富寿，間挺愛信（19占占）

音響による魚群の誘致威嚇に関する研究（2）　漁船研究技報　　VOL，20　ノ広5
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